
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高畑小学校 学校だより ９月号 

令和７年９月１日(月)  発行 

放課後補習教室について 
 

大田区では算数の基礎・基本の確実な定

着を図るために、年６回の補習教室を実施

することとしています。本校では１学期に

１回、２学期に３回、３学期に２回実施し

ます。１年生は月曜日、２年生から６年生

は金曜日の放課後に実施します。御協力よ

ろしくお願いします。 

 

「異文化」を楽しむ 

副校長 松沼 洋介    

今年の夏も大変暑かったですね…。そのような中、保護者や地域の皆様には、今年もわくわくスクールや

ラジオ体操、盆踊りなど、こどもたちの充実した夏休みのために御協力いただき、ありがとうございました。 

さて、行かれた方もいらっしゃるかと思いますが、私も夏休みの間に大阪・関西万博へ行ってきました。

猛暑と人の多さとスマホ予約との闘いではありましたが、「大屋根リング」や各パビリオンの建造美、ドロー

ンショーやプロジェクションマッピングをはじめとした映像技術の進歩、そして、日陰や冷房のありがたさ

等、様々なことを肌で感じることができました。 

それぞれの国の文化に触れることももちろん貴重な異文化体験でしたが、万博で一番耳にした言葉は「関

西弁」であり、ついつい真似したくなりました。傘を拾ってくれた方の「傘落とさはりましたよ。」という言

葉も、何とも新鮮で、印象に残っています。エスカレーターで右側に並んで乗る経験も、何度やっても新鮮

な異文化体験の一つです。 

８月最終週には、今年度から５，６年生でスタートした大田区独自教科「おおたの未来づくり」実施に向

けて、細貝 PTA会長に繋いでいただいた町工場へ御挨拶に伺いました。５年生は六郷地区の町工場の方々を

授業パートナーとして、ものづくりの学習に取り組みます。まずは校長や５年担任と各工場でお話を伺い、

機械や製品を見せていただきましたが、これまで知らなかったことや考えもしなかったことがたくさんあり、

私にとっては万博以上に驚きや発見が多い「異文化体験」となりました。今年から取り組み始めた新教科で

まだ手探り段階ではありますが、多くの方々の御協力を得られそうで、大変ありがたいです。 

広く言えば、他者と自分には少なからず異文化があります。また、自分が育ってきた中で見聞きしてこな

かった異文化が、世の中にはたくさんあります。自分との違いを楽しみ、いろいろな人と仲良くなれるこど

もたち、未知との遭遇を楽しみ、自分の世界を広げられるこどもたちを育てていきたいと改めて感じた夏休

みでした。２学期も本校の教育活動への御協力や御支援を何卒よろしくお願いいたします。 

 

万博では未来を感じる体験もできましたが、夏の強すぎる日差しへの対応が、未来に向けてまずもって必

要だという思いを強くしました。日没が近付いた夕方からは急に過ごしやすくなり、パビリオンに並ぶのも

それほど苦ではなくなりました。９月に入ってもまだしばらくは暑さが続くことと思います。こどもたちの

安全を第一に考えながら、できる対応を行っていきます。 

 長い夏休みの間にこどもたちは様々な経験をして、身も心も一回り大きくなったことと思います。２学期

も保護者や地域の皆様と連携しながら、こどもたち一人ひとりをさらに大きくたくましく育てて・・・ 

伊豆高原移動教室について 
 

５年生は９月３日（水）から５日（金）までの２泊３日、

伊豆高原移動教室に行ってきます。室長の児童を中心に作

ったスローガンは、「自然と関わり 友達と協力 友達との

絆を深め 最高の思い出を作ろう！」です。 

家庭と離れて過ごす３日間は児童にとって貴重な体験に

なり、大きな成長に繋がります。充実した３日間になるよ

う、担任一同指導していきます。 

 

６年生の机の天板拡張について 
 

タブレット端末を活用した学習がしやすくなるように、児童机の天板を縦方向に８cm拡張できるパネルが

区から６年生用として配備されました。９月から使用していきます。 

 



 


